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（２）（情報－）要請群の服従行動割合 * 66.7（21） 4.2（46）


























φ＝ 0.853 φ＝ 0.810
表４　妥当性の最大限：実験①より推定 表５　妥当性の最大限：実験③より推定






験①で最大限可能なφ係数は 0.456 であり，同じく実験③では 0.219 である。つまり自己発生
現象が存在しなければ，これらの値以上のφ係数は算出され得ない。にもかかわらず表２，
表３でのφ係数の実測値はいずれもこれらを上回っている。このことは予測妥当性が自己発
生したことを示している。そして正味の予測妥当性は，実験①で 0.456 以下，③で 0.219 以下















服　従 4人 0 4
拒　否 1 10 11







服　従 294 人 0 294
拒　否 373 333 706







服　従 23 人 9 22
拒　否 1 22 23







服　従 42 人 436 478
拒　否 0 522 522






















































































s 最も論議を呼んだのは 1960 年代の「アイヒマン実験」であった。これは被験者を装った実験協力者
（サクラ）に電気ショック（実は嘘）を与えることを被験者に要求すると，多くの被験者が実験者の
命ずるまま電気ショックを与えることを示したミルグラムの実験である（山岸編 2001 ： 20 頁）。心
の準備が無い被験者に強いストレスを与えたこの実験をきっかけに，目的を伏せた実験による行動観
察の是非が問われた。ロールプレイング法（Kelman 1966）の是非を巡る論争もその一環であった。












f 注２で述べたアイヒマン実験（山岸編 2001 ： 20 頁）も服従行動の実験である。







h Spangenbergと Greenwald（1999）は，1986 年のアメリカ上院議員選挙の際，一般有権者を対象に
注５の Greenwaldら（1987）とほぼ同様の研究を行った結果を報告しているが，予測誤差の自己消
去現象は観察されていない。予測群の実際の投票率が 86.3 ％，予測なし群の投票率が 87.1 ％と，両
者の差はほとんどみられなかったのである。また注５に記した Greenwaldら（1987）の研究①，山
口（2007）の①無記名式集合調査，②記名式集合調査でも予測誤差の自己消去は観察されていない。
j Spangenbergと Greenwald（1999）は，注６で述べた結果を天井効果（ceiling effect）によるものと
解釈している。つまり，この時の上院議員選挙は激戦で（投票意思の表明率 100 ％）投票率が高かっ
た為，予測誤差とその自己消去が生じる余地が無かった。ちなみに Spangenberg と Greenwald
（1999）は，有権者が比較的無関心だった 1987 年の下院議員選挙において，ほぼ同様の研究を行った
結果も報告している。（１）意思表明上の投票率 83 ％（２）意思表明群の実際の投票率 44 ％（３）
表明なし群の投票率 35 ％であった。（１）と（３）の差から予測誤差の存在は明らかであり，その自
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